


































































































































‐ ある種の患者は自分が pain を、しかも強い pain を感じているが、しかしその pain が
特にいやではなく、pain を感じていることを構わないと感じると報告する。これは多く
の人の目から見れば pain という言葉の意味を取り違えているかのように映る。しかし彼





て成立するのに対して、快 pleasure はまったく事情が異なる。快においては perceptual 
system が働いているという証拠が全くない。快は一つのシステムにより成り立つ。だか








































contractarianism は扱っておらず、実質的に Scanlon の contractualism に限定される（15）が、
Scanlon 1998 を取り入れるにあたり、二つの修正をほどこす（Parfit 2011a （360-370）, b 
（191-243））。一つは、拒否の根拠となる理由を personal な理由に限定するとする
contractualism の制限を撤廃し impersonal な理由を認めるようにすること。二つは、
aggregation の禁止という制限（小さな利益を人数で合わせた量でもって一人の大きな損
害に打ち勝たせることを禁止すること）を撤廃すること。
Scanlon － Parfit が奇妙な同盟関係にあるとはいえ、これは Scanlon サイドからすれば
きわめて大きな改変である（二つとも目玉商品である）。
ここでは aggregation について扱う。





























































Happiness と well-being を Haybron2008 のように区別するにせよ、well-being にとっ
て happiness が何らかの形で重要でないわけがないであろう。そしてその上で、快楽は
happiness にとって決定的に重要と思われるかもしれない。
Haybron 2008 （61-77）は happiness とは快である、快が多くあることが happiness であ
るとする happiness の hedonism を次のように否定する（もちろんwell-being の hedonism
を否定する論駁議論はそのままでは使えない）。快には取るに足らないような多くのもの
がある。痒いところをかくだけの快、ジャンクフードを食べる、等々、これらの快が






back-looking な性格のものであり、私のあり方を forward-looking に決めて行く力をそれ
ほど持たない。それに対して happiness というのは心のある種の安定した状態であり、私
のあり方を forward-looking に決めていくような性格のものである。‐ ‐私にはHaybron 
2008 のうちのこの部分は説得力の強い議論であるように思える（17）。
happiness が well-being にとって重要だとしても、快は happiness にとってあまり重要
















































































































「様々な sensation ないしは feeling に対して、また、pleased that ○○の場合は that ○
○についての feeling なり sensation に対して、肯定的態度が向けられることにおいて、
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